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秩父市の概要

市域面積 ５７，７６９ｈａ

森林面積 ５０，６１１ｈａ（埼玉県 １２２，５４５ｈａ）

人 口 ７０，５５６人（参考1960年８２，８１１人）

林業就業者 １３９人（参考1960年 １，２５８人）

○ 森と水の力ほとばしるまちづくり

自然と人のハーモニー

環境・観光文化都市 ちちぶ

＜５つの基本目標のひとつ＞

＜将来都市像＞

基本構想



○ 木材価格の低迷

○ 林業労働者の減少、高齢化

○ 伐採、育林等の減少

⇒ 森林（人工林）は荒廃の危機にある

森林・林業の現状
表 全国平均山元立木価格
（利用材積１ｍ３当たり）

～３９歳 ４０～５９歳 ６０歳～ 計

造林 ９４ １４７ ２２９ ４７０

表 森林組合の就労日数別、年齢別労務者数（Ｈ１５）
0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

円

スギ 4478 22707 4407

ヒノキ 5046 42947 13924

マツ 2976 11162 2401

昭和30年
（１９５５）

昭和55年
（１９８０）

平成16年
（２００４）



秩父地域の民有林

凡例

民有林

市町有林

県有林

秩父市の人工林の齢級別面積
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賦存量推計

森林バイオマス

主伐（皆伐）現場

搬出間伐現場

種 別 賦存量（年間） 備 考

未利用・未活用
の間伐材

約５０，０００トン H１６年
度推計

主伐等の木材生
産時の森林残材

約１，５００

～２，２００トン

製材所の端材・
バーク、その他

５，５４０トン H１７年
度調査

（単位：ｍ3）

注）平成１６年度バイオマス等未活用エネルギー実証試験事業調査（秩父市）より

主伐に伴う森林バイオマス量の推計

秩父地域の木材
供給量（目標）

伐倒される樹木
の材積（推計）

林地に残される
枝条等の材積
（推計）

エネルギー利用
可能量(推計)

平成１６年度 ３２，０００ ４０，０００ ８，０００ ４，０００

１７ ３４，０００ ４２，５００ ８，５００ ４，２５０

１８ ３７，０００ ４６，２５０ ９，２５０ ４，６２５

１９ ４０，０００ ５０，０００ １０，０００ ５，０００

２０ ４２，０００ ５２，５００ １０，５００ ５，２５０

２１ ４４，０００ ５５，０００ １１，０００ ５，５００

２２ ４６，０００ ５７，５００ １１，５００ ５，７５０



（１） 「森林の再生・保全」を狙い、持続的な森林経営地域システムの再興
（２）取り組み内容；
①ＧＩＳの活用と林業基盤整備・団地化・高性能林業機械による
効率的な木材生産
②森林残材等のチップ化、ペレット化システムの構築
③チップ、ペレットによるバイオマスエネルギー事業の立上げ
④バイオマス事業の生産エネルギーによるモデル事業
⑤上記の取組みや環境・エネルギーに関する研究・開発

（３）始めは、行政・公的機関で立上げ、早期民営化を進める
（４）バイオマスエネルギー開発の「秩父モデル」としての普及啓発活動
（５）地域システム全体の活性化と産業・雇用の創出につなげる

Ｈ16年度 NEDOバイオマス等未活用エネルギー実証試験事業調査「秩父市バイオマス・コジェネ施設整備事業調査」より

秩父市のバイオマスエネルギー事業のコンセプト

１．川 上 側 ； 安定・低コストにバイオマスを搬出、輸送、加工

２．川 中 側 ： 木質バイオマスのエネルギー変換

３．川 下 側 ： 生産エネルギーや副産物の有効利用



バイオマス元気村構想

東電

トータルで循環型社会の研究事業

市民参加、産業、研究機関、学校と連携など地域社会システムとして

間伐材・

森林残材

木材利用

エネルギー利用

バイオマス・コジェネ施設

電気 熱

製品開発
販売促進

元気村
お風呂

足湯
ハウス等

雇用の創出

雇用

雇用

集客の増大

来訪者の増のよる経済効果

食事、土産、交通機関、観光施設

雇用・新規産業



自由発想の事業展開
• 住民参加と森林保全、自然エネルギー普及啓発のために

⇒ 「森の先生」、薪拾いボランティア

• 森林ボランティアの育成のために
⇒ 森林ボランティア育成教室

• 小中学生への森と水の環境学習、宿泊体験の場に
⇒ 「森林・林業を学ぶ」、「水を学ぶ」、「自然エネルギーを学ぶ」 ｅｔｃ

• 観光との連携
⇒ 「木に親しむ」、「歴史・祭りなどの民俗行事」、「花・自然、パノラマ」 ｅｔｃ

• 視察、研究会等の受入

• 地域住民との協働作業
⇒ コジェネ関連への参画、「森の先生」、「山の語り部」、来訪者の迎え入れ

⇒生きがい・元気づくり⇒地域の活性化・地域振興
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連携した取り組み

エネルギー生産
視察 ・ 見学
環境学習

誘 客 ・ Ｐ Ｒ 活 動

どんぐり
の里親

バイオマス事業の推進方法 H１９年度



ちちぶバイオマス元気村発電所
-バイオマス発電の目的 -
①森林の再生と保全
②地球温暖化問題への対応
③資源循環型社会の構築
④ 林業をはじめとする産業の
振興

⑤ 新規産業と雇用の創出に
よる地域の活性化

⑥環境学習の推進

‐ 計 画 値 -
電気：発電端 １１５ｋＷ 送電端 １００ｋＷ
熱 ：有効利用熱量 １５０Mｃａｌ／時
運転：１２時間／日 ３００日／年
原材料：未利用間伐材等の木質バイ オ
マス １．５㌧/日 ４５０㌧/年

ＣＯ２排出量削減：３５０㌧-ＣＯ２/年
化石燃料削減量：９０ｋｌ/年（原油換算）

木質バイオマス・エネルギーの利用

◆通常時の熱利用

放熱（余剰熱）

温水

温
風

クラブハウスのお風呂

足 湯

電気

吉田元気村

チップ乾燥

ちちぶバイオマス元気村発電所
（バイオマス・コジェネ施設）


